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本校の

カリキュラム



本校はESD[持続可能な開発の

ための教育]をCLILで教えてい

ます



CLILを中心にしたカリキュラム

網羅系教材

から各自が

発展させる

テーマ学習

平和学習

異文化交流

長崎目標

生物多様性

エネルギー

多文化共生

NZ目標

英語日記

やりとり

意見文の指導

日常の描写

勉強の仕方

基礎文法

基礎を

じっくり

中2

中3

高1

高2

中1

EGPの指導

EAPの指導ICE訓練



生物多様性の授業について



ESD CLIL Biodiversity
本年度中学3年の授業で実施

01

03

02

04

地球上の多様な生物
生物多様性の意義
生態系の知識

Content

生物多様性減少の
原因分析
アクションプランの設定

Cognition

多様な生き物の名前
生物多様性関連の語彙
意見を論理的に主張
リサーチ結果伝達

Communication

生物多様性の価値理解
アクションプラン実行
クラスメイトとの協働

Community / Culture



授業のながれ

授業数 興味 理解と思考 立案

1 NZの生物
議論：保護す

べき種とは？

調査：NZの種

の保全計画

2 映画”Earth”
読解：生物多

様性の意義

調査結果の

共有

3
世界の

絶滅危惧種

グラフ：種の

絶滅の要因

アクションプ

ラン立案①

4
日本の

絶滅危惧種

議論：種の保

全は責任か

アクションプ

ラン立案②

5
プランのプレ

ゼンと質疑①

6
プランのプレ

ゼンと質疑②

夏休みにプランを実行する

生物への興味

多様な生物を紹介する

生物多様性に対する思考と理解

種の絶滅の原因や影響について考える

アクションプランの立案

他国の実践に着想を経て実際に行動する



生徒が作成し
たプレゼンの
スライド



授業によって生じた変化
学びが主体的に
なった

01
「ほぼ英語」の授
業に慣れた

02
生徒がtrans-
languagingを意
識し始めた

03

授業をするなかで困難だったこと

生徒の英語レベル01 生徒の学力差02 担当者間の
打ち合わせ

03

今後の展望や期待
更に「生徒主体」
の授業へ

01 よりauthenticな
学びの機会を

02 地球市民的価値観
の慈養

03



生徒の感想

最初はぜんぶ英語に苦
労したけど、いまは2
時間ずっと英語がふつ
うになってきた



生徒の感想

勉強してきた文法や単
語を実際につかえるか
ら、身についている感
じがする。



生徒の感想

他の子が英語ですごい
意見を言っているから、
わたしもああなりた
い！と意欲がわく



生徒の感想

たいへん。
でも、ただただ楽しい。



多文化共生の授業について



ESD CLIL Multiculturalism
昨年度高校1年の授業で実施

01

03

02

04

異文化についての情報
先住民の文化の知識
多文化共生の意義と難しさ

Content

国内の多文化共生の
状況分析
アクションプランの設定

Cognition

多様な文化的側面の名称
文化関連の語彙
議論を通して意見を深化

Communication

多文化共生の価値理解
アクションプラン実行
クラスメイトとの協働

Community / Culture



授業のながれ
授業数 興味 理解と思考 立案

1 NZの文化
読解：多文化

共生の意義

調査：NZの文

化保全計画

2
多様な世界の

文化

議論：異文化

は争いをうむ?

調査結果の

共有

3
議論：消滅言

語守るべき？

グラフ：横浜

市内の外国籍

の児童推移

アクションプ

ラン立案①

4
調査：興味深

い異文化

映像：国内

ハーフの差別

アクションプ

ラン立案②

5
調査結果の

共有

映像：フラン

スの移民学校

プランのプレ

ゼンと質疑①

6
プランのプレ

ゼンと質疑②

長期休みにプランを実行する→報告プレゼン

異文化への興味

多様な異文化を紹介する

多文化共生に対する思考と理解

多文化共生の意義と難しさを考える

アクションプランの立案

他国の実践に着想を経て実際に行動する



生徒が作成し
たプレゼンの
スライド



授業によって生じた変化
「やりとり」の活
発化

01
authenticな学び
の機会を楽しむ

02
学びが主体的に
なった

03

授業をするなかで困難だったこと

生徒の人間関係01 入試との兼ね合い02 授業数の不足03

今後の展望や期待
更に「生徒主体」
の授業へ

01 よりauthenticな
学びの機会を

02 地球市民的価値観
の慈養

03



授業アンケートの結果
2018年度9月に実施

この授業に
対して
総合的に

満足している

科目について
興味関心が
わく授業が
なされている

授業内に生徒が
意見を言ったり、
話し合った結果
を発表する機会

がある

この授業を受け
ていて学力や技
能が向上したと

感じる

100%
90%98% 93%



エネルギーの授業について



ESD CLIL Energy Resources
本年度高校2年の授業で実施

01

03

02

04

多様な電力源
地球温暖化の原因と影響
自・他国の電力源の変遷

Content

自国の電力源の考察
アクションプランの設定

Cognition

多様な電力源の名前
電力源関連の語彙
建設的かつ継続的議論

Communication

各電力源の影響
アクションプラン実行
クラスメイトとの協働

Community / Culture



授業のながれ

授業数 興味 考察 立案

1 水素自動車
議論：原発の

是非

調査結果の

共有

2

映画：an 

inconvenient 

truth

グラフ：再エ

ネの技術革新

アクションプ

ラン立案①

3
各電力源につ

いて

読解：再エネ

推進企業？

アクションプ

ラン立案②

4
省エネを促す

デザイン作り

調査：NZの電

力源

プランのプレ

ゼンと質疑①

5
プランのプレ

ゼンと質疑②

夏休みにプランを実行する

エネルギー源への興味

多様なエネルギー源を紹介する

自国のエネルギー源に対する批判的考察

他国と比較しながら考える

アクションプランの立案

他国の実践に着想を経て実際に行動する



生徒が作成し
たプレゼンの
スライド



授業によって生じた変化
「やりとり」の深
化

01
authenticな学び
の機会を楽しむ

02
よりアカデミック
なプレゼン

03

授業をするなかで困難だったこと

コンセプトのぶれ01 内容の専門性02 理科教員との協働03

今後の展望や期待
リサーチスキル等
の育成

01 受験とのすり合わ
せ

02 地球市民的価値観
の慈養

03



authenticな

英語使用の機会



NZ姉妹校とビデオチャット



横浜国立大学院生の講義



自然電力株式会社インターン生と議論



まとめのプレゼン



カリキュラム
編成にあたっ
て



カリキュラム編成によって生じた変化
2018年度中1より本格始動

01

03

02

04

CLILの授業だけでなく通常
の英語授業からHR・部活
指導に至るまで

自らの指導力向上

校内研修を何度も実施
他教科からも「CLILをやっ
てみたい」という声が

同僚のCLILへの関心

上質なアウトプット
「わたし、CLIL受けて
るから」

生徒の学習意欲向上

単なる英会話的交流か
ら社会問題を論じる交
流へ

国際交流の深化



カリキュラム編成の際の困難
2018年度中1より本格始動

01

03

02

04

実行して成果をあげること
で理解を得られるように
なった

同僚の理解

OJTでやらざるを得なかっ
たが、それゆえの楽しさも
あった

担当者の育成

多くの同僚や書籍の助け
を経て現在4冊発行済

教材作成

池田先生のご助力なく
してカリキュラム編成
はありえなかった

「あっているか」不安



今後の期待と展望
2018年度中1より本格始動

01

03

02

04

現状準備段階も順調
さらなる深化が期待できる

次年度より新クラスCLIL

公開研究授業など
各種システムを活用

さらなる担当者の育成

Bible CLILをはじめ、
ハードクリル教材作成に
着手したい

さらなる教材作成

CLILが受験にどう
活きるか

CLIL世代の受験




